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第２節デジタル・ディバイドの解消

11 “Global Digital Divide: Influence of Socioeconomic, Governmental,and Accessibility”, J.Pick/R.Azari, 2008
12	所得水準に係る基準及び本調査における該当国数は以下のとおりである（計 205 か国）。
	 －高所得国：国民一人当たり GNI（国民総所得）11,906 ドル以上　：43 か国
	 －上位中所得国：国民一人当たり GNI 3,856 ～ 11,905 ドル ：53 か国
	 －下位中所得国：国民一人当たり GNI 976 ～ 3,855 ドル ：46 か国
	 －低所得国：国民一人当たり GNI 975 以下：63 か国  ※基準は世界銀行に基づく (2009 年 7 月公表 )

　2001 年 7 月 21 日〜 23 日、沖縄において開催さ
れた九州・沖縄サミット首脳会合においては、情報通
信技術が主要テーマの一つとなり、G8 首脳より発表
された「グローバルな情報社会に関する沖縄憲章」で

はデジタル・ディバイド解消の重要性が強調されたと
ころである。
　それから 10 年、国際的なデジタル・ディバイドは
どのようになったのであろうか。

●�各国、国際機関等によりデジタル・ディバイドの解
消に向けた取組が進む

　「国際的なデジタル・ディバイド」とは、国や地域
の間の経済的な要因を背景に生じる情報格差、具体的
には先進国と開発途上国などにおける情報アクセスに
対する地域間格差をいうことが多い（主に“Global 
Digital Divide”と呼ばれる）。一般的に、デジタル・
ディバイド発生の主要因としては、アクセス（ネット
ワークの利用可能性やインターネット接続料金等）と
知識（情報リテラシー等）が挙げられるが、その他に
もこれらを支える基本的な社会インフラや利用者の動
機等、様々な潜在要因が考えられる。また、国際的な
デジタル・ディバイドにおいては、経済的・教育的・
社会的レベルが各国の情報通信基盤の発展に影響を与

えており、それにより情報格差が生じているとの分析
もなされている 11。
　デジタル・ディバイドは、個人や地域間などあらゆ
る集団の格差をもたらすが、国際的なデジタル・ディ
バイドは、国・地域間においてテクノロジー、教育、
労働、政治、観光など様々な面で遅れを生じ、国際経
済・国際社会が抱える大きな問題へ発展する可能性が
ある。国際的なデジタル・ディバイドを解消していく
ことは、情報に関わる不公平性をなくすとともに、経
済的には生産性を高め、文化的には相互理解の促進等
につながり、より豊かな国際社会が構築されると考え
られることから、各国、国際機関等が尽力しており、
我が国も国際的な課題解決に向けて取り組んでいると
ころである。

　国際的なデジタル・ディバイドの解消に向け、様々
な取組が進められているが、高所得国、低所得国の情
報通信サービスの普及格差は依然として存在する。そ
のような状況において、開発途上国では、先進国とは
異なる形でデジタル・ディバイドの解消が図られよう
としているなど、その解消に向けたアプローチが多様
化しているところである。そこで、国際的なデジタル・
ディバイドについて、多角的観点から検証することと
する。

ア　デジタル・ディバイドの地域別・所得水準別特性
●�依然として所得水準に応じた格差が存在
　デジタル・ディバイドの主要な指標として、インター
ネット利用率（人口ベース）が挙げられる。2009 年
時点の、国別のインターネット利用率は図表 2-2-3-1
のとおりである。各国を所得水準別に整理し 12、時系
列推移をみると、図表 2-2-3-2 のとおり、中所得国
以下の国のインターネット利用者数の増加により、当
該構成比が拡大している傾向がみられる。しかし、依
然として、人口構成比では 15.5％の高所得国が、イ
ンターネット利用者数構成比では 59.7％を占めてい
る状況である。

国際的なデジタル・ディバイドの解消に向けて3

 （1）国際的なデジタル・ディバイドの要因と解消の意義

 （2）国際的なデジタル・ディバイドの現状

みんなでつくる情報通信白書コンテスト2011みんなでつくる情報通信白書コンテスト2011

　「この歳になって機械が弱くてね」などとは言えなくなった。取り残されては大変という意識が強まっ
たのは確か。

　お年寄りの仲間入りをしたのはいいが、インターネットやケータイとは無縁の社会と言うわけには
いかない。そんな折、私には心強い助っ人が現れた。

　まだ漢字もきちんとは読めないが、私にはちんぷんかんぷんのケータイをいとも簡単に操作する孫
が、実はその人なのだ。

　気後ればかりしておれない。先方からの受信を待てばいいとたかをくくっていたが、こちらから発
信しなければいけないことも。

　私と同年輩の方からの発信はうかうかできない。とはいえ、難しい文章が満載の説明書がすぐに頭
に入るはずもなく、思い悩むうち、孫の助け船が入った。

　せっぱ詰まった段階で孫に教えてもらうので、その場は格好がつく。するとまた、少し置き、孫に
教わるという風に、孫が私の先生になった。

　説明書の文字が読めない孫はよく「これ、なんて書いてあるの？ 」と聞き返す。私が文字を読むと、
孫は操作を続け、何とかクリアしてしまうから不思議だ。

　機械が身につく今の世代と、手書き中心だった私との格差、落差を痛感する次第。

　少し前、孫の母親（私の娘）に頼み込むように聞いたことがあった。
　「おじいちゃん、またァ。基礎ができてないから、自分でゆっくり学ぶ気構えがないととても無理っ」
といなされた。

　その点、孫は違う。いつでも、何度でも、いやがらずに教えてくれる。家内や娘は「あの子は、おじいちゃ
んのパソコンのゲームソフトで遊ぶのがお目当てよ」とからかう。

　ダウンロードやウェブサイトなど、私にはわからなかった横文字をパスした孫が、その実、操作で
きるのだから、やっぱり先生だ。

　孫とメールを交信する今、私は超高齢社会を生きるツールを一つ手にしたようなもの。
　もっと頑張ろう、そのためにも孫とのつながりが大切と感じている。

わたしと孫の交信〜インターネットとケータイの先生〜
一般の部　優秀賞受賞コラム

執筆　渡
わたなべ
辺　勇

ゆうぞう
三さん （無職　奈良県宇陀市）

コメント：	インターネットやケータイの操作方法が分からず、何度か通ったパソコン教室でも、のみこめな
かったが、ふと孫に問いかけたことがきっかけで、一生懸命に教えてくれる。その甲斐あって、
一定の基礎知識を得るようになった感謝の気持ちが、私を変えた。




